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Ⅰ 変更事由

１ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項の変更について

・国有林野の管理経営の基本方針

木曽悠久の森の取組に関する事項について変更をする。

２ 主要事業の実施に関する変更について

・林道の開設及び改良総量

林内路網の整備を促進し森林整備の推進を図るため、林道の整備に関する事項を変更

する。

３ 特に保護を図るべき森林に関する事項の変更について

・保護林

保護林制度の見直し及び木曽悠久の森の設定を受け、設定の変更をする。

Ⅱ 変更事項

１ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項

（１）国有林野の管理経営の基本方針

③ 持続可能な森林経営の実施方向

ク 木曽悠久の森の取組

世界的にも希少で貴重な存在となっているヒノキ、サワラ等の木曽五木を含む温帯

性針葉樹林の保存、復元を図りながら、豊かな森林生態系からもたらされる様々な恩

恵を将来にわたって維持することを目的とした木曽悠久の森を設定しており、その取

組は、別冊「木曽悠久の森管理基本計画」に基づき実施する。

（４）主要事業の実施に関する事項

エ 林道の開設及び改良総量

開 設 改 良
区 分

路線数 延長量（ｍ) 箇所数 延長量（ｍ)

６ ６，２３２ ５８ １，１２０ 変更後
計

５ ５，９３２ ５８ １，１２０ 変更前

２ 国有林野の維持及び保存に関する事項

（３）特に保護を図るべき森林に関する事項

① 保護林

ア 国有林野内の森林生態系や希少な野生動植物の生息・生育環境の保全、生物多様性
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の保全等が一層重要となっていることから、引き続き優れた自然環境を有する森林等

の適切な保護・管理に努めることとする。

イ 本計画区には、木曽生物群集保護林など６箇所の保護林を設定しており、引き続き

保護林の適切な管理を通じた生物多様性の保全に努めるとともに、開かれた国有林の

視点に立って保護林の保存等の重要性等について情報の提供に努めることとする。

ウ 個々の保護林の状況に応じたきめ細やかな保護・管理を推進するため、保護林モ

ニタリング調査を実施し、調査結果を蓄積することとする。

また、入林者の影響等による植生の荒廃の防止等が必要な箇所については、地域の

関係者等と連携して、利用のルールの啓発等を図るとともに、その内容について広く

理解を求める工夫を図るなど適切に対処することとする。

保護林

種 類 箇 所 数 面 積 （ｈａ）

林木遺伝資源保存林 １【 ２】 ７２【 １１６】

植 物 群 落 保 護 林 ３【 ４】 ５３２【 ５４０】

郷 土 の 森 １【 １】 ４８【 ４８】

生 物 群 集 保 護 林 １ １，３８３

総 数 ６【 ７】 ２，０３４【 ７０４】

注１：【 】は第四次地域管理経営計画（最終変更後）の数値である。

注２：単位未満四捨五入により計と内訳の面積は一致しない場合がある。

注３：各保護林の設定目的は、以下のとおりである。

・林木遺伝資源保存林：主要林業樹種と希少樹種等に係る遺伝資源の保存

・植物群落保護林：国又は地域の自然を代表する植物群落、歴史的・学術的価値の

高い個体等の保護

・郷土の森：地域の自然・文化のシンボルとしての森林の保護

・生物群集保護林：地域固有の生物群集を有する森林を保護

注４：「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に

より、保護林は（1)森林生態系保護地域、（2）生物群集保護林、（3）希少個体群保

護林の3種類となったため、既存の7種類については、今後、有識者の意見等を踏まえ

つつ引き続き再編を行う予定


